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  1東洋製罐  TULC開発ケース 
―  目次  ― 
Ⅰ．イントロダクション 
Ⅱ．東洋製罐の概要と沿革 
•   会社の概要 
•  沿革 
Ⅲ．タルク缶の概要と成果 
•  缶の種類と問題点 
•  タルク缶の概要 
１．新しい成形法(SDI：Stretch Draw & Ironing：引っ張り曲げしごき加工)  
２．熱可塑性樹脂(PETフィルム) 
３．錫なし鋼板 (TFS：Tin Free Steel) 
４．ラミネート技術 



















































































































































































                                            
3 東洋製罐広報資料参考 
4 ホームページ参照  http://www.upunet.ne.jp/toyoseikan 
  5 
＊  73年から95年までは生産高を金額で換算、96年から97年までは生産高を重量で換算 















東洋ガラス( 瓶、ハウスウェア  株) 
東罐興業(株)  紙コップ、紙器・段ボール、プラスチック製品 
日本クラウンコルク(株)  ルキャップ  プラスチックキャップ、アルミキャップ、スチー
本州製罐(株)  １８リットル缶、食缶、美術缶 
四国製罐(株)  食缶、１８リットル缶 
琉球製罐(株)  食缶、ペットボトル 
大東製罐(株)  美術缶 
東洋製版(株)  金属及びフィルム印刷用版 
包装 























































































































































  6鋼板商事(株)  表面処理鋼板等の販売 
鋼板工業(株)  包装・荷造機械の製造販売、硬質合金・電子機器部品の加工 
鋼板建材(株)  物置など住宅設備機器、建材の製造販売及び建設工事 
Toyo-Memory Technology  磁気ディスク用基板 
関連 
事業 
イル  幸商事(株)  製缶用鋼板、アルミコ
東洋食品機械(株)  包装機械、食品加工機械  製缶機械、缶・瓶詰め機械、 機械 
ル洗浄剤  設備  東洋機械販売(株)  食品機械器具､缶切器（18L缶用、家庭用）、ペットボト
東洋運送(株)  貨物自動車運送業及び倉庫業 
東罐運送倉庫(株)  貨物自動車運送業及び倉庫業 
物流 
事業 
東罐運輸(株)  貨物自動車運送業 
東洋エアゾール工業(株)  各種エアゾール 
東罐マテリアルテクノロジ(株)  料，人造大理石原料及び成形品、ＦＲＰ用ゲルコート、 無機複合酸化物系顔
微量要素肥料 
東洋石油(株)  ンなどの石油製品、建材の販売  重油、ガソリ
東罐共栄(株)  損害保険代理店、不動産管理及び賃貸 
東洋電解(株)  製缶鉄屑の加工販売 
その 
ほか 
大阪電解(株)  製缶鉄屑の加工販売 
表１． プ 
ページhttp://www.toyo-seikan.co.jp/】を参考に筆者作成＞ 
•  沿革 
で初めて缶詰が製造されたのは、1871年（明治4）のことである。当時の缶詰用の
空缶は、












大正   東洋製罐株式会社創立、本社並びに大阪工場を大阪市に設置    ６年
大正  ８年  日本最初の自動製缶設備による製缶を開始 
大正  ９年  東京工場を設置  
昭和  ８年  戸畑工場を設置 
昭和１０年  大阪証券取引所に株式を上場 
  7昭和１２年  清水工場を設置 
昭和１３年  東洋製罐専修学校を設立 
昭和１６年  製缶業者の大合同勧告に従い7社を合併、現東洋製罐株式会社設立 
昭和１９年  本社を東京都千代田区へ移転 
昭和２４年  東京証券取引所に株式を上場 
昭和２９年  コンチネンタル・キャン社と技術提携 
昭和３３年  仙台工場（仙台市宮城野区幸町）を設置、ビール缶の製造を開始 
昭和３５年  茨木工場を設置 
昭和３６年  横浜工場を設置、プラスチックの容器生産開始、東洋製罐専修学校が東洋食品工業短期大
学へ昇格 
昭和４０年  製造開始  コーラ缶の
昭和４２年  川崎工場を設置 
昭和４３年  コーヒー缶の製造開始 
昭和４４年  レトルトパウチの製造開始 
昭和４５年  トーヨーシーム缶の製造開始 
昭和４６年  埼玉工場・高槻工場を設置、ラミコンの製造開始 
昭和４７年  千歳工場を設置 
昭和４８年  広島工場を設置 
昭和４９年  大阪工場を泉佐野市へ移転、大阪工場を泉佐市に移転、DI缶の製造を開始 
昭和４９年  基山工場を設置 
昭和５２年  石岡工場を設置、ペットボトル(醤油用)の生産開始、 
昭和５４年  久喜工場を設置、エアゾール用溶接缶の製造開始 
昭和５５年  本社幸ビル新築 
昭和５７年  飲料用ペットボトルの生産開始 
昭和５６年  飲料用溶接缶の製造開始 
昭和５８年  仙台工場を仙台市宮城野区港へ移転 
平成  ３年  TULC缶の製造開始 
平成  ５年  豊橋工場を設置 
平成１２年  静岡工場を設置、東京工場を横浜工場に統合し閉鎖 



















1969  レトルトパウチ  ト可能、常温流通可能  、ミートソース、中華調理液  レトル カレー
1970  トーヨーシーム缶 優れた耐食性、レトルト可能  缶コーヒー、ウーロン茶 
1972  ラミコンボトル  ハイガスバリヤー性、スクイズ性  ラダオイル  マヨネズ、ケチャップ、サ
1978  ラミコンカップ  ハイガスバリヤー性、常温流通可、レトルト可  味噌、水羊羹、果実シロップ漬 
ハイレトフレックス レトルト可能、長期保存可能  ベビーフード、フルーツゼリー  1985 
耐熱ペットボトル 透明性、衛生性、剛性  果汁飲料、ウーロン茶、緑茶 
トーストフレックス レトルト可能、オーブントースタ加熱可能  焼き菓子 グラタン、ドリア、ラザニア、




美粧性・耐水性・防カビ性  シャンプー、リンス、クリーナー 




1993  スーパフレックス 加熱が可能  おでんなどの鍋物、鮭雑炊、たまご雑炊 レトルトが可能・直火
1994  オキシガード  容器内残存酸素の除去・長期保存性  米飯、クリーム、フルーツシロップ漬、輸液 




1997  モイスチャーガー リカゲルなどの乾燥剤不要 菓子類、電子部品、医薬品 
ドフィルム 
吸湿性を付与、シ
1998  ル  高温殺菌可能・耐圧性・軽量化  果汁入り炭酸飲料・乳酸菌入り飲料・ア 耐熱圧PETボト
COSMOS成形技術  ルコール入り炭酸飲料 
1998  注ぎやすくするためパウチコーナー部に注口 詰替パウチ 
形状を付与 
洗剤、医薬品 
2001  aTULC  ・優れた鮮度保持・より安全、 炭酸飲料、果汁飲料、緑茶  アルミ製TULC
衛生性を配慮した素材を活用 





































DI法(Draw & Ironing : 絞りしごき加工)で製缶を行う。しごき工程により缶の側壁が薄くなる
ため省資源・軽量化のメリットがある。 














































１．新しい成形法(SDI：Stretch Draw & Ironing：引っ張り曲げしごき加工)  
















DI法(Draw & Ironing)  SDI法(Stretch Draw & Ironing) 
 
図４．成形法の比較 











































  13<出所：ホームページ参照 http://www.toyo-seikan.co.jp/product/c_tulc.html> 
 
•  タルク缶の成果 









  14図６．製缶プロセスの変化 
<出所：ホームページ参照 http://www.toyo-seikan.co.jp/product/c_tulc.html>  
 
新プロセスによる環境負荷の低減効果(1億缶当たり) 
  既存製缶システム  タルク製缶システム  タルク製缶/既存製缶
二酸化炭素  1915 ton  575 ton  1/3 
電力  432万 kW/h  204万 kW/h  1/2 
ガス  69.7億 kCal  21.4億 kCal  3/1 
水  40440 ㎥  1900  ㎥  1/20 


























































































198 ・  新成形法の着想(SD法：Stretch  略でしごき加工のない成形法)と基




1988年  ・  新型プレス構想、設計、製作開始   















  171990年  ・  タルク製缶パイロットライン構築 
イン設計・製作開始  ・  タルクライン及び高速ラミネートラ
1992年  ・  毎分1500缶タルクライン稼動開始 
・  毎分200ｍ高速ラミネートライン稼動 
1995年  用化    ・  SDI(Stretch Draw & Ironing)成形法実


































































































































































・  佐藤一弘(2002) 低環境負荷金属缶の開発, 防錆管理, No.4 
  21・  毎田知正(2000) 環境保全性に優れるTULC(Toyo Ultimate Can)用ラミネート材の開発   





材料と環境  Vol.49 No.11 
松林宏(2002) ラミネート材を
・  会社年鑑上場会社版上巻(日本経済新聞社刊) 
・  日本マーケットシェア事典(矢野経済研究所出版
・  東洋製罐グループ綜合研究所概要資料 
・  東洋製罐広報資料 
・  東洋製罐発行タルク
・  ホームページ 
【http://www.toyo
【http://www.upunet.ne.jp/toyoseikan/
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